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◇
平
成
24
年
度
学
力
向
上
対
策
事
業
の
概
要

　
県
で
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
「
学
力
向
上
対
策
事

業
」
を
開
始
し
、
ほ
ぼ
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

に
あ
た
っ
て
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
習
得
さ

せ
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
い
、
本

県
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
定
着
・
向
上
を
図
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
、「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
全
国
と
同
様
に
知
識
を

活
用
す
る
力
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
の
調
査
で
は
、
前
回
（
平

成
二
十
二
年
度
）
の
調
査
結
果
か
ら
は
改
善
傾
向
に
あ

り
、
県
下
全
て
の
公
立
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る

学
力
向
上
の
取
組
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
施
し
た
十
分
野
（
＊
小
学
校
国

Ａ
・
Ｂ
、
算
Ａ
・
Ｂ
、
理
、
中
学
校
国
Ａ
・
Ｂ
、
数
Ａ
・

Ｂ
、
理
）
の
半
数
の
五
分
野
で
、
ま
だ
全
国
平
均
以
下

と
い
う
結
果
で
す
の
で
、
更
な
る
改
善
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
＊
Ａ
・
Ｂ
と
は
、
Ａ
知
識
、
Ｂ
活
用
と
い
う
問
題
の
種
類
を
指
し
ま
す
。）

　
本
事
業
は
、
次
の
三
つ
の
細
事
業
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
Ⅰ
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　
　
Ⅱ
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業

　
　
Ⅲ
学
力
把
握
調
査
事
業

Ⅰ
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　
　
　
　

⑴ 

概
　
要

　
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
で
は
、
山
梨
県
の
公

立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
力
に
関
す
る
取
組
の
中
心

的
存
在
と
し
て
、
大
学
教
授
や
市
町
村
教
育
委
員
会
の

代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
研
究
指
定
校
の
校
長
等
で
構

成
さ
れ
る
「
学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
学
力
向
上
対
策
事
業
全
体
を
統
括
し
、

事
業
の
在
り
方
や
事
業
内
容
、
運
営
方
法
を
検
討
し
た

り
、
県
下
全
公
立
小
・
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
学
力
向

上
推
進
の
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
協
議
会
の
下
に
、
授
業
改
善
プ
ラ
ン
作
成

委
員
会
、
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
員
会
等
の
委

員
会
を
置
き
、
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
の
推
進
に
必

要
な
資
料
の
作
成
、
配
布
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵ 

内
　
容

○
授
業
改
善
プ
ラ
ン
の
作
成
、
配
信

　
現
場
の
先
生
方
が
授
業
を
改
善
す
る
際
の
参
考
と
な

る
よ
う
、
学
力
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
「
授
業
改
善

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
配
信
し
て
い
ま
す
。

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
）

　
　
　
　
　
　
…
小
六
、
中
三
（
国
、
算
・
数
、
理
）

・
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
（
県
）

　
　
　
　
　
　
…
小
六
、
中
三
（
社
、
英
）

・
学
力
把
握
調
査
（
県
）

　
　
　
　
　
　
…
小
三
、
小
五
（
国
、
算
）

　
　
　
　
　
　
…
中
二
　
　
　 

（
国
、
数
、
英
）

※�

社
会
、
英
語
で
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
を
把
握
し
、

対
策
を
立
て
ら
れ
る
「
学
力
チ
ェ
ッ
ク
問
題
」
も
作

成
し
、
配
付
し
て
い
ま
す
。

○
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
配
信

　
こ
れ
ま
で
に
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

研
究
指
定
校
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
取
組
を
、「
学
力
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
し
て
作
成
し
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
学
習
規
律

の
確
立
」
や
「
補
充
学
習
の
実
施
」
等
、
全
十
四
項
目
、

合
計
六
十
九
種
類
の
取
組
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

下
の
全
小
・
中
学
校
で
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
自
校
の

実
態
に
応
じ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
一
人
一
実
践
、
一
校
一
実
践
の
推
進

　
県
下
の
公
立
小
・
中
学
校
で
は
、
各
教
員
が
授
業
改

善
の
課
題
と
目
標
を
設
定
し
、授
業
の
改
善
を
図
る
「
一

人
一
実
践
」
と
、
学
校
全
体
で
生
活
面
も
含
め
た
学
力

向
上
の
取
組
を
実
施
す
る
「
一
校
一
実
践
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
の
取
組
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

に
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
「
個
人
差
へ
の
対
応
」「
交

流
や
発
表
活
動
の
充
実
」「
家
庭
と
の
連
携
」
等
の
課

題
の
改
善
も
含
め
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で
、
取
組
を

展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

○�

家
庭
・
地
域
向
け
の
啓
発
活
動
（
学
力
向
上
の

集
い
）
の
企
画
、
実
施

　
こ
の
「
学
力
向
上
の
集
い
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
家
庭

と
学
校
の
連
携
を
目
指
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平

 

「
学
力
向
上
対
策
事
業
」
に
つ
い
て

― 

義
務
教
育
課 

―
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成
二
十
四
年
度
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
家
庭
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、
心
理
学
の
見
地
か
ら
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
経
験
者
、
学
習
指
導
の
見
地
か
ら
元
校
長
、
義

務
教
育
課
指
導
主
事
の
三
名
が
、
各
家
庭
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
疑
問
や
質
問
に
お
答
え
す
る
と
い
う
方
法
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
各
市
町
村
（
組
合
）
教
育
委
員
会
と
の
連
携

　（
学
力
向
上
担
当
者
会
議
の
実
施
）

　
学
力
向
上
へ
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
公
立
小
・

中
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
（
組
合
）
教
育
委
員

会
の
担
当
者
間
で
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業

⑴ 

概
　
要

　
県
内
五
地
区
に
お
い
て
、
小
・
中
学
校
計
十
校
を
、

研
究
指
定
校
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
）
と
し
て
指
定

し
、
各
地
区
の
拠
点
校
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
、
各
教
科
等
に
お
い
て
確
か
な

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
法
や
評
価
方
法

に
つ
い
て
実
践
的
な
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
「
授

業
研
究
会
」
や
「
事
例
研
究
会
」
等
を
通
し
て
県
下
に

広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
の
授

業
力
を
高
め
る
た
め
の
授
業
力
養
成
講
座
も
開
催
し
ま

し
た
。

⑵ 

内
　
容

○
授
業
研
究
会
・
事
例
研
究
会
の
開
催

　
指
定
校
で
は
、
学
力
向
上
を
目
指
し
、
授
業
の
改
善

に
取
り
組
む
「
授
業
研
究
会
」
と
授
業
外
の
取
組
の
充

実
を
目
指
す
「
事
例
研
究
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
研
究
会
に
も
地
域
の
他
の
小
中
学
校
の
教

員
が
参
加
し
、
地
域
内
で
共
同
で
学
力
向
上
に
取
り
組

む
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
授
業
力
養
成
講
座
の
開
催

　
指
定
校
を
会
場
と

し
て
、
教
員
の
授
業

力
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
た
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
講

師
に
は
、
文
部
科
学

省
の
専
門
官
や
そ
の

教
科
等
で
先
導
的
な

実
力
の
あ
る
方
を
招

い
て
い
ま
す
。

Ⅲ
学
力
把
握
調
査
事
業

⑴ 

概
　
要

　
県
内
の
公
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
目
標
や
内
容
を
ど
の
程
度
身
に
付

け
て
い
る
か
、
よ
り
早
い
段
階
か
ら
学
習
の
つ
ま
ず
き
を

把
握
し
て
、
指
導
の
改
善
に
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

実
施
状
況

　
・
期
日
　
…
平
成
二
十
四
年
五
月

　
・
学
年
、
教
科
　
…
小
三
、
小
五
（
国
、
算
）

　
　
　
　
　
　
　
　
…
中
二
　
　
　 

（
国
、
数
、
英
）

⑶
結
果
の
集
計
、
分
析
、
活
用

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
下
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
か
ら
一
割
（
各
学
年
九
〇
〇
名
程
度
）
を
抽
出
し
た

後
、
採
点
、
集
計
、
分
析
し
て
、
県
全
体
と
し
て
の
課

題
を
把
握
し
ま
し
た
。

　
集
計
の
結
果
と
把
握
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
が
自
校
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
分
析
し
、
改

善
策
を
検
討
す
る
と
き
に
役
立
つ
よ
う
、
改
善
を
図
る

た
め
の
取
組
例
（
授
業
改
善
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
参
加
し
た
学
校
で
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
調
査
結
果
を
集

計
し
、
結
果
を
印
刷
で
き
る
ソ
フ
ト
も
配
信
し
ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
が
、
自
校
の
状
況
に
応
じ
て
事
業
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
学
力
向
上
に
対
す
る
「
計
画
｜
実

施
｜
点
検
｜
改
善
」
と
い
う
仕
組
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て

個
々
の
児
童
生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
県

全
体
の
学
力
向
上
を
図
り
、
地
域
を
支
え
、
世
界
に
通

じ
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
富
士･
東
部
地
区

…

平
成
24
年
10
月
30
日
（
火
）

・
中
北
地
区

…

平
成
25
年
1
月
17
日
（
木
）

・
峡
東
地
区

…

平
成
25
年
1
月
22
日
（
火
）

・
峡
南
地
区

…

平
成
25
年
1
月
29
日
（
火
）

・
甲
府
地
区

…

平
成
25
年
2
月
12
日
（
火
）

・
峡
南
地
区

…

市
川
三
郷
町
立
六
郷
小
学
校

…

身
延
町
立
中
富
中
学
校

・
富
士･

東
部
地
区

…

大
月
市
立
鳥
沢
小
学
校

…

富
士
吉
田
市
立
明
見
中
学
校

・
中
北
地
区

…

中
央
市
立
三
村
小
学
校

…

北
杜
市
立
須
玉
中
学
校

・
甲
府
地
区

…

甲
府
市
立
伊
勢
小
学
校

…

甲
府
市
立
上
条
中
学
校

・
峡
東
地
区

…

山
梨
市
立
日
川
小
学
校

…

笛
吹
市
立
石
和
中
学
校

三村小での授業力養成講座
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事
業
実
施
の
背
景

１
団
塊
世
代
の
熟
練
技
術
者
の
大
量
退
職

２
若
者
の
も
の
づ
く
り
離
れ

３
技
術
・
技
能
の
継
承
や
若
手
技
術
者
の
育
成

４�「
社
会
人
基
礎
力
（
経
産
省
）」（
ア
ク
シ
ョ
ン
、
シ
ン

キ
ン
グ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
の
育
成

５�

工
業
系
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
「
確
か
な
技
術
力
」

と
し
て
技
能
検
定
等
の
資
格
取
得
を
推
進

６
新
学
習
指
導
要
領
の
改
善
の
基
本
方
針

事
業
の
経
緯

　「
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
の
た
め
の
専
門
高
校
・
地
域

産
業
連
携
事
業
」（
文
科
省
指
定
事
業
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

二
十
一
」）
の
実
施

１
目
　
　
的
…�

地
域
産
業
界
と
県
内
工
業
高
校
が
連
携

し
た
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
と
人
材

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

２
実
施
高
校
…�

工
業
高
校
三
校
の
機
械
系
を
中
心
（
韮

崎
工
、
甲
府
工
、
谷
村
工
）

３
実
施
期
間
…
Ｈ
十
九
～
二
十
一
年
度

４
成
　
　
果
…�

産
学
官
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
確
立
。

技
能
検
定
の
合
格
者
増
加
。
地
元
企
業

か
ら
の
高
い
評
価
。

本
事
業
へ
の
移
行

　
県
単
独
事
業
と
し
て
実
施

１
目
　
　
的
…�

確
か
な
技
術
力
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
人
材
の

育
成

２
対
　
　
象
…�

県
立
工
業
系
高
校
六
校
（
韮
工
、
甲
工
、

城
西
、
峡
南
、
谷
工
、
北
稜
）
の
全
学
科

３
実
施
期
間
…
Ｈ
二
十
二
～
二
十
四
年
度
（
三
年
間
）

４
予
　
　
算
…�

Ｈ
二
十
二
（
七
八
〇
万
）、
Ｈ
二
十
三

（
四
三
〇
万
）、
Ｈ
二
十
四
（
四
三
〇
万)

事
業
内
容

１
企
業
現
場
実
習

　
期
間
…
三
～
五
日
、
時
期
…
長
期
休
業
中
等

　
協
力
企
業
…
約
一
三
〇
社

２
技
術
者
に
よ
る
実
践
的
授
業

　�

内
容
…
高
度
な
技
術
指
導
や
技
能
検
定
等
資
格
取
得

の
指
導
、
協
力
企
業
等
…
約
四
〇
社

関
係
機
関
と
の
連
携

１
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
①�「
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
」　
②「
化
学
分
析
機
器

講
習
」　
③「
金
属
の
組
織
観
察
」

　
④「
精
密
測
定
」

２
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
①�

施
設
・
設
備
の
利
用
　
②
工
業
系
高
校
へ
の
出
前

授
業
　
③
教
員
の
実
技
研
修
会

３
山
梨
県
鉄
構
溶
接
協
会

　
①
高
校
生
溶
接
技
術
競
技
会
の
開
催

　
②
技
能
講
習
の
実
施

共
同
研
究

１
岩
間
農
機
・
梨
大
と
甲
府
工
業
…

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
（
遠
隔
操
作
）

２
ホ
リ
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
谷
村
工
業
高
校
…

　
　
　
　
　
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
の
ボ
デ
ィ
加
工

教
員
企
業
等
研
修

１
技
能
検
定
「
機
械
検
査
」
の
研
修
（
Ｔ
Ｈ
Ｋ
株
式
会
社
）

２
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
実
習
（
フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
）

３�

技
能
検
定
「
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
」
の
研
修
（
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
）

４�

技
能
検
定
「
大
工
一
・
二
級
」
の
研
修
（
山
梨
県
建
設

組
合
連
合
会
）

５�

技
能
検
定
「
機
械
加
工
旋
盤
」
の
研
修
（
産
業
技
術

短
期
大
学
校
）

平
成
二
十
三
年
度
　
学
校
関
係
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

①
生
　
徒
：�

学
ぶ
目
的
が
明
確
と
な
り
、
意
欲
が
向
上

し
た
→
九
〇
％

②
教
　
員
：�

研
修
に
よ
り
技
術
、
技
能
が
向
上
し
た
→

一
〇
〇
％

③
保
護
者
：
企
業
実
習
の
取
組
は
意
義
が
あ
る
→
八
〇
％

平
成
二
十
三
年
度
　
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

①
技
術
・
技
能
が
身
に
付
い
た
→
六
三
％

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
調
性
が
向
上
→
六
九
％

③�

礼
儀
作
法
（
挨
拶
・
言
葉
遣
い
・
モ
ラ
ル
・
ル
ー
ル
）

が
向
上
し
た
→
八
一
％

④
次
回
、
生
徒
の
企
業
実
習
受
入
に
協
力
で
き
る
→
一
〇
〇
％

今
後
の
課
題

①
確
か
な
技
術
力
の
定
着

②
技
能
検
定
等
の
資
格
取
得
者
を
増
加 

③
協
力
企
業
数
の
増
加 

④
関
係
機
関
・
団
体
・
協
会
と
の
連
携
推
進 

⑤
教
員
の
技
術
・
技
能
の
向
上 

⑥�

企
業
見
学

の
拡
大

⑦�

企
業
実
習

の
学
習
評

価
の
検
討 

⑧�

社
会
人
基

礎
力（
経
産

省
）の
育
成

⑨�

デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
の
導

入
＊�

企
業
が
求
め

る
人
材
育
成

を
教
育
活
動

全
体
で
行

う
。

「
地
域
連
携
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
」	

― 

高
校
教
育
課 

― 
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　「
科
学
の
甲
子
園
」
は
、
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
チ
ー

ム
で
理
科
・
数
学
・
情
報
分
野
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
競
技
で
す
。
全
国
の
科
学
好
き
の
生
徒
が
集
い
、

競
い
合
い
、
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
昨
年
度
よ
り
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
国

大
会
に
は
各
都
道
府
県
の
代
表
四
十
九
校
が
出
場
し
ま

し
た
。
山
梨
県
か
ら
は
北
杜
市
立
甲
陵
高
校
が
出
場
し
、

総
合
第
五
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
山
梨
県
で
は
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
の
全
国
大
会

出
場
チ
ー
ム
を
選
抜
す
る
た
め
に
「
第
二
回
科
学
の
甲

子
園
山
梨
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
の
背
景
、
目
的

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
主
体
的
か
つ
創
造
的

に
問
題
を
解
決
す
る
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
育
成
が
、

企
業
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
社
会
の
要
請
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
、
国
際
学
力
調
査
な
ど
を
通
じ
た
日
本
の
生
徒

の
「
理
科
離
れ
」
や
、
科
学
好
き
の
生
徒
が
切
磋
琢
磨

し
評
価
さ
れ
る
場
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
政
府
方
針
「
新
成
長
戦
略
工
程

表
」（
平
成
二
十
二
年
六
月
閣
議
決
定
）
に
、
理
数
教

育
の
強
化
と
理
系
進
学
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
貫
と
し
て
、「
科
学
の
甲
子
園
」
の
創
設
が
明
記
さ
れ
、

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

は
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
、
全
国
の
高
校
生
が
学
校

対
抗
で
科
学
の
知
識
・
技
能
を
競
う
「
科
学
の
甲
子
園

全
国
大
会
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

事
業
概
要

　「
科
学
の
甲
子
園
」
で
は
、
高
等
学
校
の
生
徒
チ
ー

ム
を
対
象
と
し
て
、
理
科
・
数
学
・
情
報
に
お
け
る
複

数
分
野
の
競
技
を
行
い
ま
す
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
主
催
す
る
全

国
大
会
に
は
各
都
道
府
県
で
選
抜
さ
れ
た
代
表
校
の
生

徒
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
筆
記
問
題
、
実
験
・
観
察
、
工

作
競
技
に
挑
戦
し
て
、
そ
の
総
合
点
を
競
い
ま
す
。

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

（
日
程
）
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
三
～
二
十
五
日

（
内
容
）
二
十
三
日
　
開
会
式
、
筆
記
、
実
技

　
　
　  

二
十
四
日
　
実
技
、
表
彰
式
、
交
流
会

　
　
　  

二
十
五
日
　
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
場
所
）
兵
庫
県
立
総
合
体
育
館

科
学
の
甲
子
園
山
梨
大
会

　
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
の
予
選
と
し
て
位
置
づ

け
、
高
校
一
、
二
年
生
の
六
人
を
一
チ
ー
ム
と
し
て
理

科
や
数
学
、
情
報
に
関
す
る
複
数
分
野
の
競
技
を
行
い

ま
す
。
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
生
徒
が
筆
記
競
技
と
総

合
競
技
（
工
作
）
を
行
い
、
上
位
四
チ
ー
ム
が
第
二
ス

テ
ー
ジ
に
進
み
、
実
験
や
観
察
等
の
実
技
を
行
い
ま
す
。

第
一
ス
テ
ー
ジ
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
総
合
得
点
で
県
代

表
チ
ー
ム
を
決
定
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
一
ス
テ
ー
ジ
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日

（
内
容
）
筆
記
競
技
・
総
合
競
技
（
工
作
）

（
場
所
）
山
梨
県
立
甲
府
東
高
等
学
校

（
参
加
）
十
二
校
三
十
チ
ー
ム

第
二
ス
テ
ー
ジ
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

（
内
容
）
実
験
競
技
及
び
そ
の
発
表

（
場
所
）
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
結
果
）
一
位
：
駿
台
甲
府
Ａ
　
二
位
：
甲
府
南
Ａ

　
　
　  

三
位
：
駿
台
甲
府
Ｂ
　
四
位
：
吉
田
Ｂ

　
今
年
度
の
山
梨
大
会
に
は
、
十
二
校
三
十
チ
ー
ム
、

百
八
十
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
第
二
回
全
国
大
会
の
出
場
切
符
は
駿

台
甲
府
高
校
Ａ
チ
ー
ム
が
獲
得
し
ま
し
た
。
　

　
科
学
の
甲
子
園
山
梨
大
会
で
は
、
今
後
も
、
単
に
全

国
大
会
出
場
チ
ー
ム
を
選
抜
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義

な
大
会
、
科
学
好
き
の
裾
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
大

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

― 

高
校
教
育
課 

―

「
科
学
の
甲
子
園
」
全
国
大
会
及
び
山
梨
大
会

　
　
　
～ 

広
げ
よ
う
科
学
の
輪
　
活
か
そ
う
科
学
の
英
知 

～

第１ステージ筆記競技

第２ステージ実験競技
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　平成２６年度全国高等学校総合体育大会（インターハ

イ）の開催に向けて高校生活動を積極的に推進するため、

平成２４年１０月２６日に小瀬スポーツ公園武道館第一会

議室において、県生徒実践委員会を設立し、第１回総会

を開催しました。この委員会は、県内の公立高校、私立

高校及び特別支援学校５１校の代表生徒で構成されてい

ます。

　総会では、執行委員８名を選出し、その中から委員

長・副委員長の選出が行われました。

　若林克弥委員長の就任あいさつでは、「僕たち高校生

が中心となり、全国の人たちに山梨の魅力を伝えていき

たい。」と力強い決意表明がありました。

 

　平成２４年１１月４日に東京スカイツリーにおいて、南

関東ブロック四都県の共催で「６３４日前カウントダウン

イベント」を開催しました。本県からは県生徒実践委員

会委員長・副委員長の３名が参加しました。

　イベントでは各都県生徒実践委員会の紹介、高校生に

よるアトラクション、ロンドンオリンピック・レスリング金

メダリストの米満選手のトークショーなどを行い、大盛

況でした。

　また、来場者に「のぼり旗」への応援メッセージの記

入を呼び掛け、協力してくれた方には高校生が作ったお

菓子をプレゼントしました。

　平成２４年１２月１３日に新県立図書館交流ルームにお

いて県生徒実践委員会第１回執行委員会を開催し、平成

２４年度活動計画等について話し合いを行いました。こ

の結果、まずは身近なところからインターハイをＰＲする

こととし、学校新聞を作成するなどの活動を行っていく

ことに決めました。

　今後は、各学校や地域において、様々な機会を通じて

広報活動等を積極的に推進していきます。皆さんのご支

援をよろしくお願いします。

１ 県生徒実践委員会設立・第１回総会 ２ ６３４日前カウントダウンイベント

３ 第１回執行委員会

大会公式ホームページ　http://www.2014soutai.jp/

2014 総体

左から

副委員長　長井　碧さん（甲府南高等学校）

委 員 長　若林克弥さん（白根高等学校）

副委員長　小林佑紀さん（吉田高等学校）

平成２６年度インターハイ・煌
き ら

めく青春 南関東総体２０１４
～高校生活動が始動！～

― 全国高校総体推進室 ―
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● 平成２６年度インターハイ・煌めく青春  南関東総体２０１４ ～高校生活動が始動！～ ●



（１）調査内容	・新体力テスト（８種目）

		  ・健康実態調査（１０項目）

（２）実施時期	 平成２４年４月～７月

（３）実 施 率	 １００％

※�県内公立小（１８４校）・中（８７校）・高（全

日３３校、定時８校）全て実施

（４）実施人数	 ８８，６５７ 人 

（１）体力・運動能力の実態

○体力合計点の平均値は、男女ともに連続した改善傾

向がみられます。

　体力合計点のＴスコア（全国平均値を５０とした場合）

は、男女ともに全国平均を下回り、女子については、

加齢とともに低下の傾向がみられます。

○共通３種目（握力・５０m 走・ボール投げ）の継続的

データは、昭和５０年代をピークに低下傾向がみられ

ましたが、本調査を開始した平成１７年頃からほぼ横

ばい傾向を示しています。本県児童生徒の体力低下

にある程度の歯止めがかかったといえます。しかし、

技術や身体の操作性が求められる運動能力について

の伸びは鈍いといえます。

（２）健康実態調査における生活習慣と体力の傾向

○平成１７年度からの推移を見ますと、全体的に８年間

において改善傾向がみられます。中学校・高等学校

の改善率は、高いのですが、小学校低学年において

は生活習慣の停滞傾向がみられます。

○運動習慣については、男女ともに中学校期を境に運

動をしない傾向が高まり、特に女子の運動をしない

傾向は男子より早く訪れ、その割合も大きいといえ

ます。男女ともに運動の実施頻度と体力合計点の間

には比例関係がみられます。

○朝食摂取については、男女ともに１３歳以降「毎日食

べる」割合が減少傾向にあるが高い割合を保ってい

ます。朝食を摂取している児童生徒の体力合計点は

高い傾向にあります。

○睡眠時間については、男女ともに加齢に伴い減少し

ます。小学校期では６時間未満の児童の体力合計点

は低い傾向がみられましたが、高等学校期になると

むしろ８時間以上の生徒の体力合計点が低い傾向を

示しています。

　調査開始から８年間で全体的に改善傾向がみられま

す。しかし、基礎的な体力要素と比べ、技術や身体の

操作性を伴った運動能力に依然課題があります。各学

校においては、体育・保健体育の授業の中で発達の段

階に応じた様々な運動の実践ができるような教材研究

を行い、一層の充実を図ることが重要です。「健康・

体力つくり一校一実践運動」による運動機会の確保や

動きづくりのプログラムの工夫など、積極的な働きか

けが望まれます。

　また、小学校低学年からの生活習慣の改善を通して

体力向上につなげるとともに、健康的な生活習慣の確

立による継続的な取組が必要です。心身の健康や食育

の面も併せて、家庭との連携を図ることがより一層求

められます。

＊�県教育委員会では、「たくましいからだをはぐく
む健康・体力つくり実践事業」の一環として、平
成 17 年度より、県内全公立小・中・高等学校児
童生徒を対象に「新体力テスト・健康実態調査」
を実施しています。児童生徒の総合的な健康・体
力の向上と、体育・スポーツ活動の指導上の基
礎資料として活用することを目的としています。
調査結果の分析・考察につきましては、山梨大学
教育人間科学部（保健体育講座・生涯学習講座
スポーツ健康科学コース）に委託しております。

１　調査の概要

２　調査結果の概要 ３　今後の課題

男子 女子

６
歳

７
歳

８
歳

９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳

17
歳

50.00

52.00

48.00

46.00

44.00

42.00

  平成２４年度　新体力テスト・健康実態調査　結果の概要

― スポーツ健康課 ― 
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　１月１２日から全国で初めての通年開催となる「富士の国やまなし国民文化祭」がスタートし、６月には富士
山の世界文化遺産登録の実現が期待されるなど、平成２５年は山梨の文化に関心が集まる年です。
　学校教育の場で活用できる山梨の文化財に関する最新情報をご紹介します。

　本年６月の登録に向け、県内外の期待が高まっています。地元の小中学生を中心に、
富士山をテーマにした特色のある学習活動が展開されています。

これまでの過程
　平成１９年９月　　 日本の世界遺産候補を示す世界遺産暫定リストに登載
　平成２４年１月　　 日本政府が推薦書をユネスコに提出
　平成２４年２月　　 「富士山の日」制定、「富士山世界文化遺産両県県民会議」発足
　平成２４年８～９月　イコモス（国際記念物遺跡会議）による現地調査等

今後の予定
・平成２５年５月頃　
　 イコモスが推薦書・現地調査の結果を踏まえ、評価結果を世界遺産委員会に勧告
　 ※評価結果は①登録、②情報照会、③登録延期、④不登録のいずれか
・平成２５年６月１７日～２７日
　 第３７回世界遺産委員会で登録の可否を審議

　明治時代の初めまで存在していた、甲府城跡鉄門の復元が完成し、１月１０日（木）か
ら公開となりました。
　史実に基づいて復元された門は、現存する礎石の上に建てられ、門の２階が武器庫 (矢
倉 )となる「櫓門」形式となっています。現在は、２階部分を資料等を展示するスペース
として公開しています。　【開館時間：９時～１６時３０分（月曜休み）】

1

3

2

富士山世界文化遺産登録について

Ｗｅｂ版 『山梨の文化財ガイド』

約１４０年ぶりに復元   甲府城跡  鉄門（くろがねもん）

○県立博物館 ： 北斎の冨嶽三十六景　（Ｈ２５．６．１５～７．８）
○考古博物館 ： 日本一の山  富士山展（Ｈ２５．７．１３～９．１）
○文　学　館 ： 富士山と文学　　　　（Ｈ２５．４．２７～７．７）

　富士山に関連する特別展等（予定）　

　県内に所在する国及び県指定等の文化財約７３０件の概要を紹介する
『山梨の文化財ガイド』を山梨県の公式ホームページで公開しています。
　ｗｅｂ版『山梨の文化財ガイド』は、文化財のジャンルごとに写真や概
要説明を載せ、県下の文化財の情報が利用できるようになっています。
　今後もより使い易いものとなるよう随時更新していく予定ですが、今
般、市町村別の文化財の索引ページが追加され、「学校の周辺の文化財
は？」などのテーマに一段と対応しやすくなりました。

http://www.pref.yamanashi.jp/gakujutu/bunkazaihogo/
       bunkazai_guide0001.html

　また、昨年１１月より、山梨県で発行された遺跡発掘調査報告書を
ホームページで公開しています。
　『山梨県遺跡資料リポジトリ』　http://rar.yamanashi.nii.ac.jp/

活かそう！  山梨の文化力

― 学術文化財課 ― 

冨嶽三十六景凱風快晴
山梨県立博物館蔵

[ 写真上 ] 完成した鉄門（南側から）
[ 写真下 ] 竣工式典のようす

富士の国やまなし国文祭
マスコットキャラクター

カルチャくん
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　望月春江（１８９３～１９７９）は、現在の甲府市増坪町

に生まれました。日本画家の結城素明に師事して東京美

術学校（現、東京藝術大学）日本画科を首席で卒業後、

１９２１（大正１０）年の第３回帝展において《春に生きん

とす》が初入選を果たします。

　その後、第９回展の《趁春》、１０回展の《明るきかぐ

のこの実》が連続して特選となり、一躍、その名が世に

知られるようになりました。以来、帝展、新文展を中心

に活躍しました。また、日本画院の設立に尽力し、郷里

の山梨美術協会創立会員になるなど、活動の場を広げて

いきました。一方で、東京女子高等師範学校（現、お茶

の水女子大学）や東京純心女子短期大学などで教鞭を執

り後進を育てました。

　１９５８（昭和３３）年には日展出品《蓮》により日本芸

術院賞を受賞し、１９７５（昭和５０）年には山梨県特別

文化功労者として表彰されるなど、本県を代表する近代

日本画家として位置づけられています。

　本展は、当館が開館して間もない１９７９（昭和５４）年

に開催した「望月春江展」から３０年以上を経て、新た

に発見された作品を加えて春江の画業を改めて顕彰する

ものです。

　また、日本画院の飛田周山、野田九浦、川﨑小虎、

吉村忠夫ら、山梨美術協会の近藤浩一路、穴山勝堂、

名取春仙ら、春江とともに創設時に活躍した画家たちの

作品も紹介します。そうすることで時代の潮流を概観し、

春江の近代日本画壇における位置づけを試みます。

　なお会期中、５月１６日（木）午後４時から｢教師のた

めの鑑賞研究会｣を開催します。

会期：4月 27 日（土）～ 6月 9日（日）

料金：一般 1,000 円　大高生 500 円

　　　中小生 260 円

望月春江とその時代

― 県立美術館 ― 

望月春江《春に生きんとす》１９２１年

望月春江《惜春》１９７８年

望月春江《明るきかぐのこの実》１９２９年
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
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で
始
ま
る
博
物
館
通
信
（
ｅ

│
か
い
じ
あ
む
）
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
か
ら
県
内
の

小
中
学
校
に
定
期
的
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
な

い
博
物
館
か
ら
の
通
信
に
、
現
場
の
先
生
方
は
び
っ
く
り

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
博
物
館
通
信
な
ど
、
学
校

と
博
物
館
と
の
垣
根
を
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し
で
も
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く
す
る
た
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に
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組
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ま
す
。

○「
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|
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い
じ
あ
む
」発
信

　�

　
発
行
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
表
題
」
と
「
表
現
方
法
」

に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　�

　
表
題
に
つ
い
て
は
「
ｅ
│
か
い
じ
あ
む
」
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｅ
＝
Ｅ
Ｄ
Ｕ
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Ｉ
Ｏ
Ｎ
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Ｅ
＝

Ｅ
ｍ
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ｉ
ｌ
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れ
に
博
物
館
の
愛
称
で
あ
る
「
か
い
じ

あ
む
」
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
す
。
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表
現
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
先
生
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児
童
生
徒
に
ど
う
し
た
ら
読
ん
で
も
ら
え
る

の
か
、
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。
学
校
現
場
で

は
、
学
級
通
信
を
一
週
間
に
一
回
書
い
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
が
書
い
て
い
る
と
思
う
と

文
章
が
出
て
こ
な
い
の
で
、「
魚
」
に
代
弁

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
通
信
は
、
生
徒
や
保
護

者
に
好
評
で
、
書
い
て
い
て
楽
し
い
も
の
で

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
で
き
る
だ

け
堅
苦
し
く
な
く
読
み
や
す
い
も
の
に
し
た
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と
い
う
発
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書
い
て
い
ま
す
。
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内
容
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
の
こ
と
を
で

き
る
だ
け
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っ
て
も
ら
い
た
い
た
め
、
博
物

館
で
行
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い
る
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ト
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入
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ま
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介
し
ま
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時
に
は
博
物
館
の
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っ
て
の

出
前
授
業
の
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子
な
ど
、
多
く
の
先
生
や
児
童
生
徒
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

○
出
前
授
業

　�

　
今
年
度
、
博
物
館
で
は
出
前
授
業
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。「
昔
の
道
具
体
験
」「
鎌
倉
修
学
旅
行
」「
武

田
信
玄
」な
ど
、主
に
小
学
校
向
け
に
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
前
年
度
の
四
倍
の
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
申
込
み
は
、
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
り
、
連
絡
を
頂
け
れ
ば
教
育
主

事
が
日
程
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
の
出
前
授
業
は
、

講
師
料
・
出
張
旅
費
な
ど
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
是
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学
校
で
博
物
館
の
出
前
授
業
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
博
学
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

　�

　
今
年
度
か
ら
、
博
物
館
で
は
夏
の
研
修
に
博
学
連
携

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
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を
入
れ
て
い
ま
す
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ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
は
、
研
修
す
る
も
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が
「
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た

り
す
る
」
機
会
の
提
供
で
す
。
こ
の
研
究
形
態
は
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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夏
の
研
修
会
に
は
十
七
名
の
先
生
方
が
参
加
し
、
各

校
種
毎
に
ど
ん
な
授
業
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
の
言
葉
ど
お
り
、
複
数
集
ま

れ
ば
知
恵
は
わ
く
も
の
で
す
。
特
に
小
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校
の
先
生
方

の
動
き
は
め
ざ
ま
し
く
、
積
極
的
に
博
物
館
の
中
を
見

学
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
授
業
案
に
仕
上
げ

ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
今
後
に

期
待
が
で
き
る
取
り
組
み
で
し
た
。
来
年
度
は

学
芸
員
を
含
め
て
、
よ
り
専
門
性
も
深
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
博
物
館
研
修
に
参
加
し
て
、
博
物
館
と
と
も

に
授
業
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
何
か

つ
か
め
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
敷
居
が
高

い
と
思
わ
れ
が
ち
な
博
物
館
に
、
乗
り
込
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
を
お
助
け
す
る
の
が
、
博

物
館
の
教
育
主
事
の
役
目
な
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
博
物
館
企
画
交
流
課

　
　
電
　
話
　
〇
五
五
―
二
六
一
―
一
二
七
八

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
二

― 

県
立
博
物
館 

―

博
学
連
携
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
～ 

博
物
館
の
挑
戦 

～
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　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指す

「ミュージアム甲斐・ネットワーク」 会員施設の紹介をします。

　清春白樺美術館は開館３０周年として３月３０日よ

り「梅原という男」展（梅原龍三郎展）を予定してお

ります。藤森照信建築による茶室「徹」をはじめ、安

藤忠雄氏設計の「光の美術館」、エッフェル塔の設計

で有名なエッフェルが設計した集合アトリエ「ラ・

リューシュ」等、魅力溢れる建築物も多くあります。

またレストラン「ラ・パレット」ではワークショップ

等のイベントも企画しております。

　清春小学校跡地という広い敷地で桜や作品に囲ま

れてゆったりとアートな１日をお過ごし下さい。

住　　所：北杜市長坂町中丸２０７２

電話番号：０５５１−３２−４８６５

担  当  者：荒川・吉成

休  館  日：月曜（祝日の場合は翌日）、展示替えの為の休館、

　　　　　年末年始

入  館  料：小中高生無料、一般１，５００円

　　　　　（詳しくはお問い合わせください）

駐  車  場：無料（普通車３０台、バス２台）

Ｕ  Ｒ  Ｌ：http://www.kiyoharu-art.com/

　近藤浩一路記念南部町立美術館は、１９９７年南部町出
身の水墨画家近藤浩一路の業績を称揚するとともに、貴重
な資料の痕跡を継承、地域の文化的風土の醸成を目的とし
て設立されました。所蔵点数は、絵画・遺品約２００展余り
を収蔵しています。
　近藤浩一路は、１９１０年東京美術学校洋画科（現・東京
芸術大学）を卒業し、その後日本画に転じ水墨画の世界に
独自の様式を確立しました。墨に五彩ありとは水墨画の本
場中国の言葉、浩一路は文字通り墨一色で五彩も及ばぬ墨
の妙技をみせてくれた水墨画の巨匠と言えます
　水墨画に光と陰の明暗を取り入れ独自の画風を切り開き

多彩な表現を試みた名品の数々。近藤浩一路記念南部町立
美術館を皆様にご案内致します。

住　　所：山梨県南巨摩郡南部町大和３６０番地

電　　話：０５５６−６２−９２９２

担  当  者：若林

休  館  日：月曜(祝日の場合は翌日)、館内整理日、年末年始

入  館  料：大人￥３００　子ども￥２００

　　　　 （団体２０名以上　大人￥２４０　子ども￥１６０）

駐  車  場：無料(普通４５台、バス５台)

アクセス：ＪＲ身延線：内船駅下車　徒歩２０分

ミュージアム甲斐・ネットワーク  
～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―

清春白樺美術館（北杜市）

近藤浩一路記念南部町立美術館（南部町）

アルカディア文化館
（近藤浩一路記念南部町立美術館）

清春白樺美術館

第３展示室
額装　掛軸の展示

光の美術館

浩一路の遺品（アトリエイメージ）
ガラスケース内には文献資料の展示

ラ・リューシュと桜
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク／清春白樺美術館、近藤浩一路記念南部町立美術館 ●



　「学校が楽しい！」

私が、生徒から聞いて嬉しくなる言葉のひとつです。

　自分の学生時代を振り返ってみると、朝起きるのは辛

かったのですが、学校へ行くのはとても楽しかったです。

教員になった今も、大変なこともありますが、学校が楽し

いという思いは、昔と変わりません。

　どうして私は学校が楽しいのだろう ･･･。自分なりに楽

しいと思う瞬間を改めて考えてみました。

　休み時間や給食の時間に生徒と話している時、職員室で

仕事の合間に先生方と他愛もない話をしている時。また、

振り返ってみると、学生時代に友達と過ごした時間は、今

でも楽しい瞬間の温かな思い出です。

　今も昔も、友達、先生、生徒とふれあっている時が「学

校って楽しいなぁ」と思う瞬間です。

　社会の中で生きていくためには、周りの人との関係づく

りがとても大切です。生徒たちが大人になり社会へ出る前

に、人とのふれあいの大切さや、支え合う楽しさを感じら

れるような学級づくりをしていきたいです。

　「生徒みんなが楽しいと思える学級」を目標に、今日も

１日頑張ります。

（笛吹市立春日居中学校）

　先日、祖父が他界した。私は祖父が大好きだった。
　小さい頃の私は生活の半分が祖父の家であった。学校か
ら帰ると、いつも祖母がおやつを出してくれる。そうする
と、必ず祖父が「ひろ、おじいちゃんにも１つくれ」と言っ
てくる。祖父は甘い物が大好きだった。そんな祖父だが、
歴史や詩吟が好きで、毎日本を読んで勉強していた。特技
の多かった祖父は、家ではおおらかで優しいおじいちゃん
であったが、外では多くの人から尊敬されていたようだ。
　私はよく祖父に似ていると言われた。今思えば、それが
すごく嬉しかった。祖父はいつも笑顔で優しかったから。
そんな祖父に私はいつか自慢したいことがあった。それは、
幼い頃から習っている少林寺拳法で日本一になることだっ
た。「おじいちゃんの孫が日本一になったよ。」そう自慢し
たかった。しかし、それは叶わなかった。悔しい気持ちで
いっぱいだ。でも、私が今まで少林寺拳法を続けてくるこ
とができたのは、祖父の好きなことに一生懸命なところが
似たからだと思う。教員になったことも、祖父の血を受け
継いでいるからだと思う。
　「天国のおじいちゃん、これからも俺は自分らしく夢に
向かって頑張ります。そして、おじいちゃんからもらった
優しさは、これから出会う子どもたちに返していきます。
だから、天国から楽しみに見守っていてください。」

（丹波山村立丹波小学校）

楽しい学校って？

一之宮　紗映
夢に向かって

小林　裕直

　当センターでは、埋蔵文化財に対する理解と郷土への歴史
的認識を深めてもらう場として、例年３月から４月にかけて各
種のイベントを計画しております。

　平成２４年度中に実施した県内各地での発掘調査などの成
果を出土遺物や写真パネルの展示により一般の方々に公開い
たします。
会　　期：平成２５年３月９日（土）～４月７日（日）
　　　　　（休館日：３／１１、３／１８、３／２１、３／２５、４／１）
出展遺跡：県指定史跡甲府城跡、上コブケ遺跡、日下部遺跡ほか
会　　場：山梨県立考古博物館 多目的室
入  場  料：無料　※駐車場あり

　平成２５年度中に県内で発掘調査された遺跡の中から、特
に注目を集めた遺跡について、各調査担当者から映写をまじ
えながら、わかりやすく説明していただきます。
日　　時：平成２５年３月１６日（土）１３：００～１６：１０
発表遺跡：堰口遺跡・川田瓦窯跡・北田遺跡、膳棚遺跡（Ｄ区）、
　　　　   山影遺跡、大野堤防遺跡
会　　場：帝京大学文化財研究所 大ホール
入  場  料：無料　※駐車場あり

　甲府駅北口に広がる中世武田城下町の痕跡を、最新の発

掘調査事例を交えながらその魅力に迫ります。
講　　師：信藤祐仁（甲府市教育委員会）
日　　時：平成２５年４月７日（日）
会　　場：恩賜林記念館
入  場  料：無料

　東日本大震災から２年あまりが経とうとしているいま、遺
跡の発掘調査で発見される様々な災害の痕跡をもとに、日本
人がどのように災害に向き合ってきたかを紐解きながら、考
古学や歴史の視点から防災・減災について考えます。
日　　時：平成２５年３月２３日（土）１３：００～１７：００
会　　場：山梨県立男女共同参画推進センター
基調講演：「遺跡が語る地震の歴史」
　　　　　寒川旭（独立行政法人産業技術総合研究所）
　　　　　「未来を語る地震考古学～災害を掘る～」
　　　　　高橋学（立命館大学教授）
シンポジスト：寒川旭、高橋学、篠原武、杉本悠樹、斎藤秀樹、
　　　　　保坂和博
入  場  料：無料
定　　員：１５０名

◆お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター　
　電話：０５５－２６６－３０１６　ＦＡＸ：０５５－２６６－３８８２
　ＨＰ：http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

1  知ろう山梨の歴史！「山梨の遺跡展２０１３」

２  ２０１２（平成２４）年度下半期遺跡調査発表会

３　第４２回信玄公祭り 甲州寺子屋「武田氏館と城下町～その魅力とは～」

４　平成２５年度埋蔵文化財シンポジウム「自然災害と考古学～過去からの警告～」

「第10回わたしたちの研究室」の作品を募集しています！！
県立考古博物館

らくがき

まいぶんイベント情報
― 埋蔵文化財センター ―

● らくがき／埋蔵文化財センター「まいぶんイベント情報」●
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　本校は、甲府市街地東部から笛吹市との境の果樹園地帯を
学区とする生徒数５６９人の中学校です。元気で明るく活気に
満ちており、『夢きよく道はるか』を校訓に日々教育活動に励ん
でいます。
　本校では、平成２２年度より３年間、甲府市教育委員会「小中
連携教育推進事業」の指定を受け、小中連携による学力向上・
生徒指導上の問題解決、「思い遣る心」の育成、「中１ギャップ」
の解消を目指し、次のような取組を展開してきました。
◇ 「学びでつなぐ」小中連携
 ・ 本校教員による出前授業（写真）
　�学区の４小学校の６学年を対象に本校教員が小学校に出
向き、中学校につながる内容について授業を提供しました。

 ・ 小中合同研修会
　�学区の小中学校教員が一堂に会し、学力・生徒指導・交流に
ついて意見交換を行いました。

 ・ 学校間の授業参観、校内研究会参加
◇ 「ふれあいでつなぐ」小中連携
 ・ 東中オープンスクール（写真）
　�土曜日を利用し、学区小学校の６学年児童とその保護者及
び地域の方々を対象に、授業参観、部活動見学及び、スライ

ドによる学校紹介を行いました。（６月３０日実施）
 ・ 本校生徒の小学校訪問（写真）
　�本校１学年生徒代表が、卒業した小学校を訪問し、作文やス
ライド等により東中学校の紹介を行いました。

 ・ 学園祭による作品交流
　�展示部門に小学校の作品展示コーナーを設け、参観しても
らいました。

◇ 東中学校区内重点指導事項の継続指導
 ・ 「あいさつ・聴き方・思い遣り」を学区小中学校の指導の合言
　葉として、各学校・学級に掲示し、様々な場面を活用し、継続
　した指導を行っています。
　
　これらの取組を通して、児童や保護者の中学校に対する理
解が深まり、新入生が、上級生とよりよい関わりをもちながら、
スムーズに中学校生活に溶け込んでいく様子がうかがえ、小
中連携教育の成果を実感しています。また、小中の交流を通し
て、小中学校教員相互の各校種への理解の深まりも大きな成
果といえます。今後も改善を重ね、よりよい小中連携教育を推
進していきたいと思います。

　本校は、昭和３８年に県内で初めての肢体不自由児を対象
とした養護学校として創設され、平成２５年度には創立５０周
年を迎えます。本校からあけぼの支援学校、富士見支援学校、
ふじざくら支援学校が独立していきました。
　平成１０年度以降、児童生徒の障害の重度・重複化が著し
く進み、様々な支援が必要になりました。平成１１年度から
は口腔保健センターの専門医による摂食指導支援が開始さ
れ、摂食障害のある児童生徒が安全に給食を食べられるよ
うになりました。また、平成１４年度からは県内の学校で初
めて看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童生徒が安
心して学校生活を送れるようになりました。この１５年間の本

校は、重度・重複化への対応の歴史を刻んできたと言えます。
一方、単一障害の児童生徒も在籍しており、教科学習をして
います。このように、本校は、児童生徒の幅広い実態に応じ、
力を最大限に伸ばすきめ細かな教育を目指しています。その
ため、教師の専門性の向上を図り、校内研修に力を入れてい
ます。視機能支援、摂食指導、医療的ケア、吸引実技、救
急救命、ＡＡＣ、進路、自立活動、教材研究など様々な内
容で年間計画を立案し、必要に応じて外部講師も招へいして
います。教師が専門性を発揮することが教育の質の向上につ
ながります。本校はさらに専門性の向上に取り組み、児童生
徒の輝く笑顔あふれる学校を目指します。

肢体不自由教育の専門性を発揮する学校に！
県立甲府支援学校

給食の様子（高等部）

本校教員による出前授業

自立活動の様子（立位の学習・小学部）

オープンスクールでの部活動紹介 小学校訪問にて東中をＰＲする１年生

小中連携教育の推進 ～ 甲府の子ども教育総合推進校としての取組 ～
甲府市立東中学校

● 学校紹介／甲府市立東中学校、県立甲府支援学校 ●
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総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
「
分
か
る
授
業
」
の
実
現

と
子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
た

め
、
次
の
３
点
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１�

教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
の
充
実

　
２�

今
日
的
課
題
で
あ
る
教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て
の

研
究

　
３�

教
育
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
・
収
集
及

び
発
信

　
同
時
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
、
校

務
処
理
シ
ス
テ
ム
等
の
運
用
・
管
理
の
支
援
や
相
談
業

務
を
行
い
県
内
の
教
育
の
情
報
化
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
年
度
、
情
報
教
育
に
関
す
る
研
修

会
を
２
５
講
座
開
講
し
、
延
べ
５
９
５
人
が
受
講
し
ま

し
た
。
各
学
校
で
の
研
修
要
請
に
対
し
て
は
出
前
研
修

と
し
て
講
師
を
派
遣
し
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
と
も
に
、
教
育
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
再
構
築
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
持
つ
情

報
資
産
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
お
よ
そ
６
５
，
０
０
０
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
そ
れ
ぞ
れ
概
数
で
す
が
、
教
材
・
指
導
案
が
４
，
５

０
０
件
、
教
育
関
係
図
書
が
１
３
，
２
０
０
件
、
教
育

研
究
文
献
・
紀
要
が
４
５
，
９
０
０
件
、
教
育
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
が
７
４
０
件
、
教
育
用
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
が
３

５
０
件
で
す
。
教
材
・
指
導
案
等
及
び
セ
ン
タ
ー
研
修

主
事
に
よ
る
調
査
・
研
究
の
成
果
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
い
つ
で
も
参
照
で
き
ま

す
。
図
書
・
文
献
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
類
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
一
次
情
報
を
検
索
し
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

閲
覧
・
体
験
で
き
ま
す
。
な
お
プ
ラ
ム
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
取
得
し
た
先
生
方
は
図
書
を
借
り
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
更
に
県
内
の
教
職
員
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

メ
ー
ル
が
読
み
書
き
で
き
る
「
プ
ラ
ム
メ
ー
ル
」、
文

書
交
換
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
ピ
ー
チ
ウ
ェ
ア
」
な
ど
、

教
職
員
の
皆
様
に
有
用
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
報
資
産
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す
た

め
に
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
教
職
員
に
対
し
新
鮮
な
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
常
に
更
新
さ
れ
、
月
平

均
で
１
４
，
３
３
５
件
の
ア
ク
セ
ス
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
１
月
か
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
、

登
録
さ
れ
た
先
生
方
へ
次
の
内
容
を
メ
ル
マ
ガ
と
し
て

配
信
し
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
や
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
最
新
情
報 

・
県
内
外
の
教
育
に
関
す
る
催
し
の
情
報 

・
新
着
図
書
・
資
料
の
案
内 

　
更
に
学
校
現
場
で
役
立
つ
工
夫
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で

連
載
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
と
過
去
の
メ
ル
マ
ガ
も

閲
覧
で
き
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
メ
ル
マ
ガ
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
や
す

く
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
ご
要
望
や
ご
意
見
等
は

セ
ン
タ
ー
情
報
教
育
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　U
R
L
:h
ttp
://w
w
w
.yp
e
c.e
d
.jp
/

「
教
育
の
情
報
化
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て	

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

情
報
教
育
部 

 

― 
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● 総合教育センター情報／「教育の情報化」への取組について ●



　平成２６年４月、現在の谷村工業高等学校の地に、谷
村工業高等学校と桂高等学校を再編して、普通科・専門
教育学科・工業科からなる高等学校が開校します。
　地域や県民の皆様に親しまれる学校とするために、広
く校名を募集します。
　新しい高等学校にふさわしい校名をお寄せください。
今回は、校名に関するアイデアを募集するものです。（応
募数の多い校名が選ばれるとは限りません。）

◆募集期間

　平成２５年２月６日（水）～ ３月２２日（金）【必着】

◆応募方法

　新しい学校づくり推進室までメールまたは官製ハガキ
　で応募してください。
　E-mail:gakkosui@pref.yamanashi.lg.jp

◆記載事項

　「高等学校の名称、ふりがな、その理由」
　「住所・氏名・電話番号」

◆送り先

　〒４００－８５０４
　甲府市丸の内１－６－１
　山梨県教育庁新しい学校づくり推進室　校名募集係

◆問い合わせ先

　山梨県教育庁新しい学校づくり推進室
　電　話  ０５５－２２３－１７６７
　ＦＡＸ  ０５５－２２３－１７６８
　
※�応募者の個人情報は適切に管理し、この事業以外の

目的で使用しません。

　県立図書館の交流エリアには、展覧会やイベント
が開催できるイベントスペースや、上映会や講演会
などに利用できる多目的ホールのほか、グループ学
習やサークル活動などに利用できる交流ルームがあ
ります。
　研修会や展示会、発表会など、様々な活動にぜひ
ご活用ください。
　※お問い合わせ：山梨県立図書館
　　 施設予約専用
　　　 電話ＴＥＬ：０５５－２５５－１０４１

面積（㎡）
収容人数（人）
椅子のみ／机
あり

利用料金
1時間単位

交流ルーム１０１ 61 54 ／ 36 260 円

交流ルーム１０２ 54 54 ／ 36 230 円
交流ルーム１０３
（遮音壁）

20 18 ／ 12 100 円

交流ルーム１０４
（遮音壁）

44 45 ／ 30 190 円

交流ルーム２０１ 23 22 ／ 15 100 円

交流ルーム２０２ 27 27 ／ 28 110 円

　 　 収容人数 ( 人） 利用料金

　 面積（㎡） 椅子のみ／机あり ９：００～１２：００ １３：００～１７：００ １８：００～２１：００ ９：００～２１：００

イベントスペース ( 全面） 476 497 ／ 324 6,270 円 8,360 円 6,270 円 20,900 円

イベントスペース ( 東面） 201 177 ／ 120 2,640 円 3,520 円 2,640 円 8,800 円

イベントスペース（西面） 210 177 ／ 120 2,760 円 3,680 円 2,760 円 9,200 円

多目的ホール 168 200 ／ － 2,190 円 2,920 円 2,190 円 7,300 円

～ 東部地域新設高校の校名募集について ～
新しい学校づくり推進室　

交流エリアの各部屋は様々な用途でご利用いただけます
県立図書館　

多目的ホール 交流ルーム
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● 東部地域新設高校の校名募集について／交流エリアの各部屋は様々な用途でご利用いただけます ●



「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAXして下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

作品タイトル

「女子高生」
（平成２４年度県高等学校芸術文化祭美術・工芸
　部門　芸術文化祭賞　受賞作品）

　蝶のように華やかに映る女子高生ですが、「機
械のような日々だ」「逃げ出したい」、そう感じ
ることも多々あります。そんな中でも限りある
今を、前を見て自分を見失わず生きたい、・・
そんな感情を少女に託しました。絵の完成の傍
らには、支えていただいた多くの方がいます。
ずっと見守って下さった方。たいせつな言葉を
かけて下さった方のおかげで、私は明日も前を
向いていけるのだと感じました。

指導者：堤　春生　教諭

県立甲府西高校

　第２学年
　　　千野　希帆子

県
指
定
天
然
記
念
物

　
　
本
遠
寺
の
大
ク
ス
ノ
キ
（
南
巨
摩
郡
身
延
町
大
野
）

（
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
）

　
本
遠
寺
（
ほ
ん
の
ん
じ
）
は
、
徳
川
家
康
の
側
室
お
万
の
方
の
帰
依
を
受
け
た
日
遠
上
人
が
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
年
）
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
樹
は
、
本
堂
の
前
に
立
つ
ク
ス
ノ
キ
科
の
ク
ス
ノ
キ
で
、
樹
高
十
九
メ
ー
ト
ル
、
幹
囲
七
．
三

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
暖
地
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
県
が
北
限
に
近
く
、
こ
れ
ほ
ど
の
巨
樹
は
県
内
で

は
希
で
あ
る
。
根
部
が
広
く
張
り
、
地
上
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
で
三
幹
に
分
か
れ
て
い
る
。
元
々
五
幹

あ
り
、
北
側
の
二
幹
は
枯
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、

そ
の
痕
跡
の
周
り
は
大
き
な
瘤
に
な
っ
て
お

り
、
根
本
周
り
よ
り
も
上
部
の
枝
分
か
れ
部

分
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
主
幹
の
内

部
は
、
空
洞
に
な
っ
て
い
る
が
、
樹
勢
は
旺

盛
で
上
部
で
大
き
く
枝
を
広
げ
て
い
る
。
本

樹
は
、
寺
が
建
立
さ
れ
た
以
降
に
植
樹
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
記
録
は
無
く
、
樹
齢

は
推
定
で
三
百
年
か
ら
三
百
五
十
年
く
ら
い

と
思
わ
れ
る
。

　
地
元
大
野
区
で
は
、
寺
の
御
神
木
と
し
て

崇
め
ら
れ
、
毎
年
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

注
連
縄
を
飾
っ
た
り
、
葬
儀
の
際
に
は
、
葬

列
が
本
樹
を
中
心
に
右
回
り
に
三
回
廻
る
習

わ
し
が
あ
る
な
ど
地
元
の
人
々
と
の
深
い
結

び
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

山梨の文化財

県
立
美
術
館

■
特
別
展

　
「
望
月
春
江
と
そ
の
時
代
」

４
／
27 

～ 

６
／
９

県
立
博
物
館

■
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
記
念
事
業

　
「
水
の
国
や
ま
な
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―
信
玄
堤
と
甲
斐
の
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々
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３
／
30 

～ 

５
／
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県
立
考
古
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館

■「
山
梨
の
遺
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展
２
０
１
３
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３
／
９ 
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４
／
７

■
春
季
企
画
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「
武
田
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城
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城
下
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４
／
27 

～ 

６
／
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県
立
文
学
館

■
特
設
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富
士
山
と
文
学
」

４
／
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７
／
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主な行事予定表紙を飾る


